
第1章　中毒事件に関する疫学調査

　わが国において，アオブダイ5bσ7μ50v静o加による中毒は，1953年に初めて報告された

が，その公式記録は少ない。しかしながら，フグ毒テトロドトキシン（te賃。d。t。xi皿：TTX）

や麻痺性貝毒（paralyticshellfishpoison：PSP）による中毒と同様に，重篤な場合には死に至

ることから・食品衛生生上，大きな問題となっている。そこで，本章では，アオブダイ中

毒発生地域を中心に疫学調査を行い，わが国における本中毒の発生状況を明らかにするこ

とを目的とした。

　他方・2000年10月下旬から11月上旬にかけて，高知県でハタ科魚類により患者らの症

状がアオブダイ中毒に酷似した集団食中毒が発生したことから，本中毒に関する詳細な疫

学調査を行い・その発生状況および原因魚種について検討した。また，三重県では2001

年1月にブダイ科魚類，および同年ll月にハコフグ科魚類による同様の食中毒が発生した。

そこで・これらのアオブダイ中毒様食中毒についても同様に疫学調査を行った。

13



第1節　ア．オブダイによる食中毒

　本節では・西日本で発生したアオブダイ中毒にっいて，疫学調査により，その発生状況

を明らかにすることを目的とした。

調査方法

中毒発生地域の保健所・各府県の担当機関，厚生労働省，および天野ら（1975），N。9、。雌

ら（1987）・Okanoら（1998），吉嶺ら（2001）の報告等を資料に用いた。また，長崎県お

よび宮崎県では各地域の漁協・三重県では中毒儲の担当医師（公立紀南病院），紺び鹿

児島県では担当医師（鹿児島医師会病院）．に加えて中毒患者を対象に聞き取り調査も行っ

た。

発生状況

　わが国で発生したアオブダイ中毒の発生状況をTable3に示す。

　本中毒は・長崎県で最も多く，6件発生し，次いで高知県で5件，兵庫県で3件，三重

県で2件・愛知県・宮崎県，大阪府，鹿児島県で各1件，計20件発生しており，75名が

中毒し・6名が死亡している。そのうち，兵庫県の3件と大阪府の1件の事例の中毒原因

魚類である有毒アオブダイは，徳島県から高知県にかけての四国太平洋沿岸で，愛知県の

1件の事卸は三重県沿岸で採捕されたものであったが，他の16事例の原因魚類は全て発生

地域の沿岸海域で採捕されたものである。

　本中毒の潜伏時間は・最短で事例12の3時間，最長で事例10の61時間であるが，その

ほとんどは12－24時間であった。事例2の患者（28歳女性）は，喫食から13時間で呼吸

困難・全身の筋肉の硬直・胸部の激痛を呈したのち42時間後に死亡（致死時間，55時間），

事例5の患者（64歳男性）は，同様に8時問で筋肉痛や黒褐色の排尿が認められたのち54

時間で死亡（致死時間：62時間），事例9の患者（74歳女性）の潜伏時間は5時間で，呼
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吸困難や全身の痺れを発症後，111時間で死亡（致死時間：116時間），事例11の患者（54

歳女性）は・17時間の潜伏時間を経て筋肉痛やミオグロビン尿症を呈し，さらに血清クレ

ーアチンホスホキナーゼ（CPK），グルタミン酸ピルビン酸トランスアミナーゼ（GPT），グ1

ルタミン酸オキサロ酢酸トランスアミナーゼ（GOT）および乳酸脱水素酵素（LDH）が異

常値を示し・発症から97時間後に死亡した。これら中毒患者には，共通して横紋筋融解に

よる筋肉痛（横紋筋融解症）や呼吸困難の症状がみられ，事例6以降は，患者の血清CPK，

“PT・GOTおよびLDHの急激な上昇やミオグロビン尿（黒褐色の尿）症が認められた事

例が多くあった。

最近では・1卿年に大肺で鶴県牟岐町沖産アオブダイによる集団食中毒，1999年

に鹿児島市で鹿児島県佐多岬沖産の本種による中毒が発生している。それら2事例の発生

状況を以下に記す。

　1997年9月30日19：00頃，大阪市内の魚介類販売店から購入したアオブダイの刺身，

鍋料理等を7家族13名が喫食したところ，同日23：00頃から6家族11名が手足のしびれ，

筋肉痛・呼吸困難を呈し，そのうち9名が同市内の医療機関に入院した。潜伏時間は，最

短で4時間・最長で35時間（平均灘時間14時間7分）で，主症状は筋肉痛，筋力低下，

呼吸困難・ミオグロビン尿症であった。また，患者らの生化学検査では血清CPK（基準値：

成人男性で30－1201m，成人女性で40－2001m），GPT（基準値：0－3511U！1），GOT（基

準値：0－3811U／1）およびLDH（基準値：106－2111U）の値が発症後2－3日目に異常値

を示した。特に・71歳男性（患者D）の血清CPK値は，発症直後に48，0001U／1と急激に

上昇し・発症翌日には最高58，6001U刈にまでに達した。また，78歳女性（患者E）も，発

症直後に10，2001U／1，発症2日目に最高40，3001U／1にまで達して，一時，重篤に陥ったが，

幸いにも死には至らなかった（Table4）。

　主　　り一　児　市一

　1999年4月3日，鹿児島市在住の65歳男性と63歳女性の夫婦が同市内の鮮魚店から購

入したアオブダイ（推定体長70cm，推定体重4－8輩9）の刺身を親戚ら25名とともに喫

食した。この時，肝臓の煮付けも用意されていたが，食卓には出されなかった。翌5日18：00

頃・夫婦2名のみがこの肝臓の煮付け（男性7割，女性3割程度）を喫食したところ，6
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日O：OO頃・突然・男性が腰から下肢にかけて激痛を訴え，暫らくすると全く動けなくなり，

医療機関へ搬送された・その後，同日1：3・頃，男性に同伴していたこの女性も同様の症状

と倦怠感を呈し・いずれも入院した。主症状は，横紋筋融解症やミオグロビン尿症であっ

た。また・同日（入院直後）に男性患者の血清CPK値は75，7001U乃，女性患者のそれは

52・100m旅まで上昇し・さらに・男性患者のカリウム（K）値（基準値3．5－5．・mEqlml）

も5・7mEq／m1と異常値を示した（Table5）。これらの値が基準値付近にまで低下するのに2

週間を，諸症状の回復には2ヶ月以上を要した。

考　　察

　アオブダイ中毒のほとんどは潜伏時間が12時間以上で，TTXやPSPによる中毒のそれ

が30分’3時間（橋本・1979；野・ら・1997），シガテラ中毒ですら1－8時間Halstead，1967，

野口ら・1997；大木ら，2001）であるのに対して長い事例が多く認められた。主症状もそれ

らとは異なり・横紋筋融解症やミオグロビン尿症であることが示された。さらに，重篤な

場合・死に至るが・本中毒の致死率は8％（6名！75名）であった。また，その致死時間は

フグ中毒（最長で8時間）やPSP中毒（最長で12時問）に比べ（橋本，197gl野口ら，1997），

数日（55－116時問）とかなり長い。死亡を免れた患者も横紋筋融解症や全身の倦怠感，

歩行困難の回復には数週間から数ヶ月を要する。

　また・大阪府の事例において，潜伏時間が4時間と比較的短い55歳女性（患者A）の血

清CPK値は基準値を超えることはなく，主症状（横紋筋融解症や筋力低下）も軽度であっ

たが・潜伏時問が17時間の56歳女性（患者1）の血清CPK値は，発症2日後に最高7，000

1Ullと基準値の数十倍にも上昇し，主症状（患者Aと同様）もやや重度であったことから，

必ずしも潜伏時間と症状の軽重には相関があるとはいえない。

　本中毒の原因物質は・大阪府で発生した事例から筋肉および肝臓のいずれの部位にも存

在すると推察された・しかしながら，鹿児島県で発生した事例では，筋肉のみを喫食した

25名は全く中毒せず・肝臓を喫食した2名だけが中毒したことから，原因物質が肝臓にの

み局在している場合もあることが示唆された。他方，死亡患者のほとんどが主として肝臓

を喫食していたことから，肝臓に含まれている原因物質は筋肉のそれに比べ，より強い毒

力を保有していると推察された。
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Table S. Epidemiological data on parrotfish poisoning incident in Kagoshima Pref~ture. Japan 

Sex 
(Age) 

Latency 

period 

CPK or K ssium level in different time da inten/al durin hoS italization 

o 1 2 3 4 5 6 
Symptoms 

Male 

(65) 

Female 
(63) 

6h 

8h 

CPK Ievel 

K Ievel 

CPK Ievel 

K Ievel 

NE 
4. 1 

40100 
3.6 

75700 
5.7 

52 100 

4.7 

54900 
4.2 

NE 
NE 

56700 
4. o 

NE 
NE 

27000 
3.8 

5500 
4. 5 

NE 
NE 

NE 
NE 

3200 
4.0 

880 
4.3 

Muscle pain, Iow back pain, 

discharge of black urine 

Muscle pain, Iow back pain, 

discharge of black urine 

NE: Not examined. 



　アオブダイは・定置網やエビ刺し網により，対象魚ととも1ヒ混獲されるが，市場価値は

ほとんどなく・稀に体重が5kgを超える大型魚を都市部の市場に出荷する程度で，その多

くは漁獲地域で消費されていた。長崎県福江島では，本種の筋肉は磯臭くて不味であるた

め・カマボコの原料として利用される程度であったが，肝臓は脂肪分に富んで美味である

ため・好んで喫食されていた。逆に，宮崎県の太平洋沿岸では肝臓よりも筋肉が美味であ

るといわれている。また，徳島県から高知県にかけての太平洋沿岸地域や鹿児島県種子島

でも地元で漁獲された本種の多くが消費されていた。

　現在・市場でのアオブダイの取り扱いについては，1997年9月に大阪市で発生した中毒

事例後・同年10月に厚生省（現厚生労働省）より販売の自粛が促されているが，1999年

4月に鹿児島市の鮮魚店で販売されていた本種による中毒が再び発生した。また，本種は

磯釣りでも獲れ，今もなおその多くは家庭で消費されているという。有毒アオブダイは出

現頻度が低いうえに，その中毒も散発的であることから，フグ中毒やPSP中毒に比べて，

消費者や医療機関ヘアオブダイ中毒に関する周知がなされていないと思われる。鹿児島市

で発生した事例の場合，販売の自粛が促されているはずの本種が鮮魚店で販売され，また，

患者が最初に搬送された医療機関において，アオブダイ中毒であることが診断できずに原

因不明の食中毒として他の医療機関へ転送された。これらの現状を踏まえ，アオブダイの

食品としての安全性について早急に検討し，本種による中毒の防止に努める必要がある。

　以上・本節では・西日本で発生したアオブダイ中毒の発生状況を明らかにするとともに，

本中毒は発症時間が著しく長く，横紋筋融解症やミオグロビン尿症といった特異な症状な

らびに急激な血清CPK値の上昇を伴熔，重篤な場合，数日で死に至ることを示した。さら

に・その発生地域および本種の毒化海域は，西日本の限られた範囲であることが推察され

た。
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第2節　ハタ科魚類による食中毒

　本節では，高知県で発生したハタ科魚類によるアオブダイ中毒様食中毒について，疫学

調査により，その発生状況を明らかにすることを目的とした。さらに，本中毒の原因魚類

についても検討を加えた。

1．中毒事件の概要

調査方法

　高知県で発生したハタ科魚類中毒について，高知市保健所の報告を資料とし，さらに中

毒患者の担当医師（高知赤十字病院）および中毒患者11名を対象として疫学調査を行った。

発生状況

　2000年10月29日，高知県宿毛市内の漁師から同県柏島沖（Fig．2）で採捕されたrク

エ』と呼ばれる大型のハタ科魚類（体長1．3m，体重32kg）を，仲介を通して購入後，9

グループで分配し，それぞれの家庭で鍋などにして喫食した33名中11名が発症した。

　患者は高知市と土佐市の24歳から57歳までの男女で，10月30日一11月4日にかけて

喫食し，10月31日一ll月5日にかけて発症した．

　本中毒では，原因食品であるハタ科魚類を同一人物が1－3回喫食しており，中毒症状

と考えられる肩こりや筋肉痛を感じながらも，さらに喫食している患者もいたことから，

潜伏時間を喫食時間から発症時刻までの時間とすることが困難であったため，発症日時に

最も近い喫食日時から発症日時までを潜伏時間としたところ，3－43時間（平均潜伏時間

19時間33分）となった。いずれの患者も首，肩，腕，腰，足などに筋肉痛を呈し，その

他にミオグロビン尿症，呼吸困難，頭痛，目の充血，目の異常，熱感，吐気，腹痛等も認

められた。
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　以下に一部の患者の詳細を示す。

　40歳男性（患者A）は11月1および2日に内臓全般を喪べ，2日17：00頃から全身の筋

肉痛を訴えた。51歳男性（患者B）は11月2日18：00－19：00頃エラを中心に食べ，3日に

肩が痛み出し・翌日両上腕の筋脱力が出現し，腕が上がらないほどであった。27歳男性（患

者C）は11月2および3日に肝臓を食べ，4日2：00頃から腰部の激しい筋肉痛を呈した。

50歳男性（患者D）は10月31日，11月1および4日に筋肉とあらを食べ，5日Il：00頃

より背部から鼠径部1どかけて痛みが出現した。その後，次第に悪化し，痛みとこわばりで

動けないほどであった。また，57歳女性（患者E）は11月2日に身を食べ，4日’の朝から

腰痛を呈し1翌日には身動きがとれないほどとなった。これらの患者5名は全員入院した。

　患者A－Eの主な症状は，横紋筋融解症，激しい腰痛，ミオグロビン尿症であった。ま

た・患者らの血清CPK値は発症日から異常値を示し，特に患者Cのそれは発症日の翌日

に23，8001mと基準値の200倍以上の高い値を示した（Table6）。患者の血清CPK値が基

準値付近まで下がるのに約1週間，諸症状の回復には1ヶ月以上を要した。

考　　察

　本中毒は，潜伏時間が3－43時間と長く，主症状に横紋筋融解症ならびにミオグロビン

尿症が認められた。さらに，中毒患者らの血清CPK値が急激な上昇を示し，死者は出なか

ったものの諸症状の回復に1ヶ月以上を要した。これらは，本章第1節で述べたアオブダ

イ中毒と極めて類似していた。わが国においてハタ科魚類による中毒は南西諸島を中心に

シガテラ中毒が知られているが，アオブダイ中毒様食中毒の報告例はない。シガテラ中毒

は潜伏時間が1－8時間で，致死率は極めて低く，喫食後まず口唇，舌，喉がひりひりと痛

み・続いて嘔吐，金属的な味，下痢，関節痛，めまい，チアノーゼ，脱力感等が現れる。

特異な症状としては，重症になると神経症状が著しくなり，温度感覚の異常（ドライアイ

スセンセーション）を呈するが（Halst6ad，1967，野口ら，1997；大木ら，2001），今回の中毒

患者にはいずれもそれらの症状は全く認められなかった。従って，本中毒はアオブダイ中

毒と同様の原因物質を保有していたハタ魚類によって引き起こされたアオブダイ中毒様食

中毒であると強く示唆された。

　高知県では，1971年12月17日から1972年1月3日にかけて，鮮魚店等でrクエ』と
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N
“

Tab量e6、Epidemio雪09置cal　data　o論5erranid而sh　poisoOi論g　i醜c置de陥t　i論Kochi　Prefectロ『erコapa“

　　　　　　So（
Patient
　　　　　（Age）

Ingested　　Day　of　　Onset　Latency

　pa比　　　ingestion　　　day　　　perbd

CPK　Ievel　in　dif「erent　time（day）interval　during　hosp畑llzation

0 1 2 3 4 5
Symptoms

A
Male

（40）

Viscera
　　　　　　Nov．2　　　Nov．2　　　＞　3h
Muscle

22500 NE NE 13800 NE 3300
Muscle　pain，

discharge　of　black　urine

B
MaIe

（51）
Mluscle　　　Nov．2　　Nov．3　　＞　6h NE NE 12400 7100 NE 1100 Shoulder　pain

C
図aIe
（27）

Liver Nov．3　　Nov．4　　＞　6h 9600 23800 14200 NE 3300
　　　　1〉1usde　pah，
700
　　　　bw　back　pain

D
MaIe

（50）
卜4uscle　　　Nov．4　　Nov．5　　＞12h 10600 9100 NE 2500 NE NE

Muscle　pain，

discharge　of　bla（：k　urine

　　　Female
E
　　　　（57）

1》luscle　　　Nov．2　　Nov．4　　＞36h NE 1400 2100 1100 NE NE
Muscle　pain，

Iow　back　pain

NE：Not　examined．



して販売されていた小笠原海域産ハタ科魚類による中毒が8件発生し，42名が中毒してい

る（Table1）・それらの中毒については，原因食品の残品は全て処分されていたため，原因

魚種や原因物質の詳細は明らかとならなかったものの，それら中毒の発症時問は，ほぼ8

時間以内であり，主症状は，麻痺や脱力感で，ドラィアィスセンセーション呈した患者も

いたことから・シガテラ中毒が疑われた。しかしながら，1971年12月17日に同県香美郡

で発生した事例の発症時間は9－12時問，同18日に同県長岡郡で発生した事例のそれは5

－48時間とシガテラ中毒としては長かった。

　他方・高知県では，1983－1989年にかけて，同県もしくは隣接する徳島県宍喰町で採捕

されたアオブダイによる典型的なアオブダイ中毒が5件発生し（Table3），15名が中毒し

ている。同県においては，アオブダイは，多くが秋期から春期（9月から翌年4月）にか

けてエビ刺し網，たて網などにより対象魚に混じって漁獲される程度で，’それ自体を対象

とした漁はない。同県では，清水地方を除き，ほとんどの地域で筋肉だけでなく肝臓も煮

付けなどにして喫食していた。また，高知市中央卸売市場においては，体重6－12kgの本

種が年間500kg以上取り扱われ，県内の鮮魚店等へ流通していた。これらの事例後，同県

では本種の消費は激減し，市場での取り扱いも自粛されている。

　従って・高知県でハタ科魚類による中毒が最初に報告された1971年12月までに，同県

ではアオブダイ中毒は報告されておらず，また，わが国全体でみても，長崎県で発生した

5事例のみであった（Table3）。つまり，アオブダイ中毒が周知される以前に，ハタ科魚類

によって同様の中毒が引き起こされていたとしても，ハタ科魚類による中毒，すなわちシ

ガテラ中毒という先入観から，その詳細は不明のまま，シガテラ中毒と結論されていた可

能性が考えられた。

　以上・高知県で発生したハタ科魚類による中毒は，患者らの潜伏時間，主症状等（横紋

筋融解症，ミオグロビン尿症等の症状や血清CPK値の急激な上昇）から，アオブダイ中毒

と同様の中毒であると考え，わが国で初めて発生したハタ科魚類によるアオブダイ中毒様

食中毒であると結論した。
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2．中毒原因魚種

試料および方法

　試料は・中毒患者の家庭より回収した原因食品の残品である2000年10月下旬に採捕さ

れた高知県柏島ハタ科魚類の筋肉を用いた。また，比較対照魚として，宮崎県産クエ瓦

δr瑚εμsおよび大型に成長するクエE加襯ε硲に類似した魚体の特徴をもち，高知県で漁獲

される可能性の高いハタ科魚類として沖縄県産アカマダラハタE卿5009“加傭を用いた。

各試料は・入手後・直ちに凍結し，試験液の調製に供するまで一25℃で保存し，供試の際，・

流水中で急速解凍した。

方　　法

　各試料の筋肉19に5倍量の0．06Mバルビタール緩衝液（pH8．6）（Wako）：グリセリン

（1：1）を加えて抽出し，遠心分離後の上清より筋形質タンパク抽出液を得て，それらを試

験液とした。

　得られた各試験液をPhastGelIEF3・9（43×50×0．35mm）（PharmaciaBiotech．）に塗布し，

Phamlacia　Biotech・高速全自動電気泳動装置Phastsystem田を用いた等電点電気泳動分析に

供した。本分析の固定液は20％トリクロロ酢酸，洗浄・脱色液は10％酢酸30％メタノー

ル・染色液は0．02％CBB（PhastGelBlueR：PhamlaciaBiotech．）10％酢酸30％メタノールを

用い・泳動条件を15℃，3．5W，2000V－225分間，200V－4．5分間，2000V－12．3分間

とした。

結果および考察

　中毒原因魚類およびハタ科魚類2種の筋形質タンパクの泳動パターンをFig．3に示す。

　中性付近（矢印a）において，中毒検体とクエE加μ惚麗に一致する2つのバンドが認

められるものの，アカマダラハタEしルsoo9躍α騰では3つのバンドがみられた。しかしな

がら・酸性付近（矢印b）において，中毒検体では1つのバンドしか認められなかったの
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A B C

｛　　｛　　｛ ぐコPH3、0

＜卜a

＜一b

ぐコPH9．0

Fig・3・Isoe［edヒric『ocusing　Pat馳r口of　the　protein　sO匿ロtio睦s　from

　　the　Ie髄over（A⊃グ」三π』煽吻μ拍ヨホ四（B）a脆d」三か頃口”θ礁（C）。
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に対して・クエ肺一およびアカマダラハタ恥。。9蜘1麗5では2つのノミンドがみら

れた・っまり・中毒検体の筋形質タンパクの泳動パターンは，アカマダラ．、タ且

加oo9μ’傭のそれとは異なり・クエ胎…のそれに酷似してレ・たものの若干の相違が

みられた。

　　クエ昂一5は・スズキ目ハタ科マノ・タ属の魚類で，わが国では本州中部以南から東

シナ海沿岸にかけての温帯繊に広く分机，外洋に面した岩礁域のごく浅い所から深所

にかけての洞穴などに通常は単独で生息している（益田ら，1988；荒賀ら，1995）9成魚は全

長15m・体重4・kg以上に腱する大型魚で，老成魚になると体側の暗褐色の不規購斜

めの横帯が茶褐色になる・主に延縄や鋤で漁獲され，関東ではモ・コ，中部ではノマス，

九州ではアラ・モウオ・モイオなどと呼1翻ることもある．本種は適度な脂肪分があるた

め美味で・筋肉は刺身・煮付け，内臓1ま筋肉とともに鍋料理の高級食材として扱われてレ、

る・特に・1明中旬から翌年3月まで力弐旬の・クエ鍋・は，・フグ鍋・に匹敵するほどの

高級料理とされている。

　ハタ科魚類には体長や体色等が類似したものが多く，釣り人，漁師，市場関係者らがク

エE乃耀惚雄とは異なる魚種であっても類似したハタ科魚類をrクエ」と呼ぶことは珍し

くない・市場においては・クエ昂耀ηεμsは高級魚として扱われ，冬場は1kg当たり＿万

数千円で取引されているため・マハタE躍ε廓。’㈱などの本種以外のハタ科魚類やそ

の他の大型魚類がクエEゐ　μ紛代用として，通称rクエ」として流通している場合が

しばしばある。

現在・食品衛生法第4条に基づき，アカマダラノ￥タ助s。。9π，∫σ，πs，マダラノ、タ瓦

p吻hε々㈱η・アマダレドクハタP1ε・ゆ・欄・1’9σ・傭hμ8，バラハタ陥7，。1σZ。π躍，オジ

ロバラハタVα乃珈o考9∫nα嶋アオノメパタCゆhαZgρhol’sσ碧麗5などのハタ科魚類はシガテ

ラ中毒を引き起こす魚類として販売が禁止されているが，アオブダイ中毒様食中毒を想定

したハタ科魚類に関する同様の規制はない。高知県で発生した中毒事例の原因魚類はクエ

Eゐ1πnθμsであると断定はできなかったものの，それに類似したハタ科魚類であることが

強く示唆されたことから・今後，ハタ科魚類の食用としての安全性について改めて早急に

検討することが強く望まれる。

　以上・高知県で発生したハタ科魚類によるアオブダイ中毒様食中毒の原因魚類は，当初，

瓦ゐ7μnεμsであるとされたが・魚体の特徴がそれに極めて類似した地元で通称rクエ」と

呼ばれる本種以外のハタ科魚類珈∫喫ρh81μ5sp．であることが示された。



第3節　ブダイ科魚類による食中毒

　　本節では・三重県で発生したアオブダイ以外のブダイ科魚類によるアオブダイ中毒様

食中毒について・疫学調査により，その発生状況を明らかにすることを目的とした。

調査方法

　三重県で発生したブダイ科魚類中毒について，三重県社会福祉部，同科学技術振興セン

ター（水産技術センター）および尾鷲保健所の報告を資料とし，さらに中毒患者の担当医

師（松阪市民病院）および中毒患者を対象として疫学調査を行った。

発生状況

　2001年1月19日，三重県紀伊長島町沖（Fi94）で採捕され，紀伊長島漁港に水揚げさ

れたブダイ科魚類をスーパーで購入後，消化管を除く全てを煮付けにし，19：30頃に夕食

として・また翌20日の朝食（8：00頃）として60歳男性が喫食したところ，同日11，00頃，

四肢の脱力感を呈し・同日12：30頃には座ることさえ困難となったが，食欲があったため，

同日の昼食（12：40頃）として同食品を喫食した。同日14：00頃，一時的に脱力感が消失し

たものの・17：30頃に再び全身の筋肉に激しい痛みを訴えたため，医療機関へ搬送された。

　本中毒では・中毒患者が原因食品であるブダイ科魚類を，中毒症状と考えられる四肢の

脱力感を呈しているにもかかわらず，さらに喫食していたため，本章第2節のハタ科魚類

による食中毒と同様に，発症日時に最も近い喫食日時（20日8：00）から発症日時（同日

11：00）までを潜伏時間としたところ，それは3時間であった。

　患者の主症状は筋肉痛（急性横紋筋融解症）であった。また，生化学検査において，そ

の血清CPK・GOTおよびLDHは発症日（20日）から異常値を示した。特に，血清CPK

値は発症日に21，800皿班と基準値の数百倍もの高い値を示した。その後，15，800－IU乃（21

日）・『6，9001U乃（22日），3，9001m（23日）と徐々に低下した。これら諸症状の完治には
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Fig. 4. Map showing the occurrence place of scarid fish poisoning incident. 
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約1週問を要した。

　他方・疫学調査における患者ならびに中毒検体を販売していた店舗の関係者の証言より，

中毒原因魚類は地方名rイガミ」と呼ばれているブダイ科魚類であるとされた。さらに，

同店舗より同一ロットのブダイ科魚類2検体を入手し，患者に確認したところ，同一魚類

であると証言した。そこで，三重県水産技術センターでその魚種を同定したところ，同店

舗より入手したブダイ科魚類は，いずれもブダイCα10’o〃躍sノ卯on’oμ5（Fig．5）であるとさ

れた・しかしながら，原因魚の残品が患者の家庭で廃棄されていたため，その魚種の詳細

な同定には至らなかった。他方，同年1月17－21日にかけて，同店舗では同様の食品（ブ

ダイ科魚類）を計49パック（中毒原因食品を含む）販売したが，同様の中毒の報告はなか

った。

考　　察

　本中毒は・潜伏時間が3時間とされ，比較的短いものの，患者が急性横紋筋融解症を呈

し・その血清CPK値も発症直後に21，8001U乃と急激に上昇したことから，アオブダイ中

毒様食中毒が疑われた。しかしながら，中毒患者が1名であったことから，これらの症状

等の原因について検討した。急性横紋筋融解症は，アオブダイ中毒以外では，ウイルス性

によるものや，脳下垂体ホルモン剤等の服用の際にみられるが（Brooke，1986；Pem，1994；

熊本，2001），本中毒の患者は回復したと思われた症状が再び悪化しており，この現象はウ

イルスによるものとは考えにくく，また高脂血症用剤等の服用をしていない。従って，ブ

ダイ科魚類による中毒によって急性横紋筋融解症が引き起こされたと考えられ，本中毒は

アオブダイ中毒様食中毒であることが示された。

　他方・中毒検体の残品の入手が不可能であったため，魚種の同定には至らなかったが，

販売店舗より回収した同一ロットの魚類はブダイC洞ρon加3であり，また中毒患者や販

売店舗の関係者の証言により原因魚類も同種である可能性が高いと考えられた。本種は，

アオブダイと同様，南日本やインド・西部太平洋域のサンゴ礁域に生息するブダイ科の魚

類である。ブダイ科魚類のなかでは，温帯の環境に最もよく適した種であり，九州以北の

南日本で普通に見られるのは本種とアオブダイの2種だけである（益田ら，1988；荒賀ら，

1995）。体色はかなり変異するが，一般に雌は赤っぽく，雄は青みがかる。本種は，エビ刺

31



0 5（cm）

0 5（cm）

　Fig．5■6冷た7右0凋ワ∬5メ3POπ病o獄監

UpPer：sampleAJ　Iower：sample　B

32



し網などにより混獲され・アオブダイよりも磯臭さがなく美味であるため，主として冬場

に・他の一般の魚介類と同様に流通しており，水揚げされた地域や都市部で消費されてい

る。

　また・本中毒事例の原因魚類以外に48検体の魚類が販売されたが，同様の中毒事例の

報告が全くなかったことから・それら1ま無毒もしくはヒトを中毒させるだけの毒量を保有

しておらず，それらの毒性は個体差が大きいと推察された。

　三重県では・1982年2月に同県紀伊長島町沿岸で採捕されたアオブダイにより死者1名

を含む2名が・1995年9月には熊野市沿岸で採捕された同種により1名が中毒した典型的

なアオブダイ中毒が発生し・また，1986年に1ま尾鷲市沿岸で採捕された同種により愛知県

で2名が同様に中毒し・1名が死亡した（Table3）。これらの事例以後，三重県においてア

オブダイ中毒は発生していないが，これは同県産アオブダイにより中毒した5名中2名が

死亡したことから・行政機関や市場関係者，漁業者，消費者らのアオブダイ中毒に対する

危機管理意識が高まっており，本種の流通販売や喫食を厳しく自粛しているためと考えら

れる。

　しかしながら・本中毒事例によってアオブダイ以外のブダイ科魚類によっても同様の食

中毒が発生する可能性が初めて指摘されたことから，魚種を特定しての同様の中毒の防止

は困難を極め・新たな対応の必要性が迫られている。さらに，わが国の沿岸海域には，ブ

ダイおよびアオブダイ以外にもブダイ科魚類のなかでは最も美味とされ消費の多いヒブダ

イS・gho肪僻をはじめとする多種のブダイ科魚類が生息しており，これらの毒性について

の検討も重要な課題であると考えられる。

　　以上・本節では・三重県で発生したブダイ科魚類（推定原因魚類：ブダイC．ノ卯o．’。、、）

による中毒は・中毒患者の症状等からアオブダイ中毒様食中毒であると推察された。

33



第4節　ハコフグ科魚類による食中毒

　本節では・三重県で発生したハコフグ科魚類によるアオブダイ中毒様食中毒について，

疫学調査により，その発生状況を明らかにすることを目的とした。

調査方法

　三重県で発生したハコフグ科魚類中毒の疫学調査を中毒患者の担当医師（公立紀南病

院）および中毒患者から行った。

発生状況

　2001年11月7日・三重県沿岸で採捕されたハコフグ科魚類を同県御浜町（Fig．6）の家

族が夕食（18：00頃）として喫食したところ，翌8日に内臓を喫食した43歳男性が頸部か

ら腰部の筋肉痛，呼吸困難，両下肢の脱力感を呈し，医療機関で入院した。医師の診断に

より・患者に下痢，腹痛，嘔吐等はなく，体幹・四肢の筋力低下，深部腱反射の全体的な

低下・筋肉痛・黒褐色の排尿が認められた。さらに，生化学検査において，血清CPK，GPT，

GOTおよびLDH値の上昇が認められ，患者の筋肉痛は横紋筋融解症であるとされ，黒褐

色の排尿についてはミオグロビン尿症と診断された。発症4日後には，患者の血清CPK値

は最高値24，6001mまで上昇し，ミオグロビン尿症も認められた。これら諸症状が軽減す

るまでに約20日を要し，入院生活は約2ヶ月続いた（同年12月27日退院）。

　他方，患者の証言より，原因食品とされる魚類はハコフグであるとされた。

考　　察

本中毒は，潜伏時間が12時問以上と長く，患者はアオブダイ中毒に特有の横紋筋融
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Fig. 6. Map showing the occurrence place of ostraciid fish poisoning incident. 
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解症やミオグロビン尿症を呈し，その血清CPK値の急激な上昇も認められたことから，ア

オブダイ中毒様食中毒が疑われた。一方，本章第3節のブダイ科魚類による食中毒と同様，

中毒患者は1名であったが，この患者も高脂血症用剤等の服用や他の疾患もないことから，

前述した患者の症状等より，本中毒はアオブダイ中毒様食中毒であると推察された。

　他方・中毒患者の家庭より原因食品の残品とされるハコフグ科魚類の皮（Fig．7）を入手

したが・腐敗が極めてひどく，種の同定には至らなかったものの，患者の証言から原因魚

類はハコフグ科魚類であると考えられた。

　ハコフグ科魚類は・南方系の沿岸魚で，日本沿岸にはハコフグ05かα伽枷灘。鋸妨．5，ミ

ナミハコフグσ・π6ガ・πs・テングノ・コフグ0。ハhプn・伽伽s，ウミスズメLα。’伽卿hα．α

など9種が生息している（益田ら，1988；荒賀ら，1995）。このうちハコフグ0．枷“2αoμZ躍μs

は浅い岩礁域で普通に見られ，磯釣りなどで獲れる。筋肉は白身で美味とされ，長崎県福

江島では味噌焼などにして食されている。現在，わが国では，厚生省（現厚生労働省）環

境衛生局長通知のrフグの衛生確保について」（厚生省，1983）において，ハコフグ0．o、みi。衡、

の筋肉および精巣は可食部位とされ，TTXを保有している他のマフグ科魚類より容易に取

り扱われている。しかしながら，これはTTXによる中毒を対象としたものであり，アオブ

ダイ中毒様食中毒は対象とされていない。今後は，ハコフグ科魚類について，アオブダイ

中毒様食中毒を想定した毒性および食用としての安全性を改めて検討する必要性が考えら

れた。

　以上・本節では，三重県で発生したハコフグ科魚類による中毒は，中毒患者の症状等か

らアオブダイ中毒様食中毒であると推察した。
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　　　　　等勘　魯
　趨夢噺鰯　　｝鰍

　　　　　　　　㌃＼な、．

　Fig・7・Lefヒover　of　ostraciid何sh．
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